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高等学校情報科（各学科に共通する教科）の改善について

検討事項１ 高等学校情報科（各教科に共通する教科）において育む資質・能力

及び目標を踏まえ、情報科における評価の観点についてはどのように

整理されるか。

検討事項２ 情報ワーキンググループとりまとめについて

【資料１－２】

平 成 2 8 年 4 月 2 0 日
教 育 課 程 部 会
情報ワーキンググループ
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検討事項１

情報科における評価の在り方について

教育課程企画特別部会 論点整理（抜粋）

○ 現在、各教科について、学習状況を分析的に捉える観点別学習状況の評価

と、総括的に捉える評定とを、学習指導要領に定める目標に準拠した評価とし

て実施することが明確にされている。評価の観点については、従来の４観点の

枠組みを踏まえつつ、学校教育法第３０条第２項が定める学校教育において重

視すべき三要素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「主体的に学習に

取り組む態度」）を踏まえて再整理され、現在、「知識・理解」「技能」「思考・判断

・表現」「関心・意欲・態度」の四つの観点が設定されているところである。

○ 今後、小・中学校を中心に定着してきたこれまでの学習評価の成果を踏まえ

つつ、目標に準拠した評価を更に進めていくためには、学校教育法が規定する

三要素との関係を更に明確にし、育成すべき資質・能力の三つの柱に沿って各

教科の指導改善等が図られるよう、評価の観点については、「知識・技能」「思

考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に沿った整理を検討

していく必要があると考える。その中で、観点別学習状況の評価と、それらを総

括した評定との関係についても、改めて整理していくことが求められる。

○ 観点別学習状況の評価の観点は、各教科における教育の目標と表裏一体の

関係にあることから、今後、各教科において、育成すべき資質・能力を踏まえて

教育の目標を検討する際には、評価の観点の在り方と一貫性を持った形で検

討を進めていくことが必要である。

○ その際、２．（２）①ⅲ）（「学びに向かう力、人間性等」）に示された資質・能力に

は、感性や思いやりなど幅広いものが含まれるが、これらは観点別学習状況の

評価になじむものではないことから、評価の観点としては学校教育法に示され

た「主体的に学習に取り組む態度」として設定し、感性や思いやり等については

観点別学習状況の評価の対象外とすべきである。

○ なお、観点別学習状況の評価には十分示しきれない、児童生徒一人一人のよ

い点や可能性、進歩の状況等については、日々の教育活動や総合所見等を通

じて積極的に子供に伝えることが重要である。



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

情報と情報技術を問題の発見・解

決に活用するための知識と技能を

身に付け、情報化の進展する社会

の特質及びそのような社会と人間

との関わりについて理解している。 

事象を情報とその結び付きの視点

から捉え、問題の発見・解決に向

けて情報技術を適切かつ効果的に

活用している。 

情報社会との関わりについて考えな

がら、問題の発見・解決に向けて主

体的に情報及び情報技術を活用し、

自ら評価し改善しようとしている。 

共通教科情報科の評価の観点について（たたき台） 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

情報や情報社会に関心をもち、身
のまわりの問題を解決するために、
自ら進んで情報及び情報技術を活
用し、社会の情報化の進展に主体
的に対応しようとする。 

情報や情報社会における身のまわ
りの問題を解決するために、情報
に関する科学的な見方や考え方を
活かすとともに情報モラルを踏ま
えて、思考を深め、適切に判断し
表現している。 

情報及び情報技術を活用するため
の基礎的・基本的な技能を身に付
け、目的に応じて情報及び情報技
術を適切に扱っている。 

情報及び情報技術を活用するため
の基礎的・基本的な知識を身に付
け、社会における情報及び情報技
術の意義や役割を理解している。 

（参考）現行の評価の観点及びその趣旨 


